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本日の主な項目

◯ ポストコロナ・ロードマップ

◯ G7デジタル大臣会合関連イベント

◯ 直滑降ストリームの告知



５類移行に向けた 群馬版緩和モデル

ポストコロナ ロードマップ

3月

4月

5月
移行期間

定着期間

可能なものは先行して見直し

必要なものは継続

移行前

移行後



分 類
入院勧告
行動制限

医療提供体制 医療費負担 感染者数

２類相当 あり
発熱外来や
指定医療機関

全額公費
全数把握
（毎日）

５類 なし
原則
全ての医療機関

原則
自己負担あり

定点把握
（週１回）

新型コロナの感染症法上の分類について

5/7
まで

5/8
以降

例:結核 SARS

例:季節性
インフルエンザ

感染力や重症化リスクが高い感染症



3月

施策点検
体制移行を周知

4月

一部体制を先行見直し
スムーズな移行へ準備期間

移行後の施策を

段階的に実施

5月

移行期間

定着期間

・マスク着用を緩和

・宿泊療養ホテル縮小
・食料配送終了

・学校現場でのマスク
着用方針を変更

・警戒レベル判断
・感染者の全数把握
・感染者の健康観察

廃止

・原則全医療機関で

新型コロナに対応

ポストコロナ ロードマップ



4/1

ポストコロナロードマップ【保健･医療】
3/1 5/8

療 養

医療提供体制

ワクチン接種 市町村単独の接種体制

全医療機関で診療が基本

５類移行

病院間での調整が基本

相談コールセンターは継続

食料配送終了・宿泊療養縮小 終了

保健所や県が入院調整

県と市町村による接種体制

健康観察

一定の間、継続相談コールセンター（24時間体制）

コロナ対応の医療機関を拡充



4/1

ポストコロナロードマップ【社会対応】
3/133/1 5/8

警戒レベル

県民への要請

警戒レベルの判断および要請
感染防止安全計画の提出･確認

廃止

マスクの着用
マスク緩和方針を周知

５類移行

感染拡大時は
対策を呼びかけ

過剰な感染対策を再点検

個人の判断を尊重

（推奨場面では着用）



マスク着用は個人の判断

着用を推奨する場面

3/13
から

医療機関・
高齢者施設を訪問

混雑時の電車･バス医療機関を受診

重症化リスクの高い人が混雑したところに行く

高齢者 妊婦 基礎疾患のある方



警戒レベル

社会経済活動再開に向けたガイドライン

３/４(土) から 当面の間引下げ



警戒レベル移行の判断基準＜客観的な数値(抜粋)＞

項目 内容※ 現在値 前回値
（2/28） （2/24）

医
療
提
供
体
制
の
状
況

(1)病床使用率
（705床中） 16.9%⤵ 19.3%

(2)重症病床使用率
（37床中） 5.4%⤵ 10.8%

(参考)
中等症者数､重症者数

【レベル引下げ時】
減少傾向にあること

中等症Ⅱ 21人
重症 2人

中等症Ⅱ 23人
重症 4人

※各判断基準は、現状の医療提供体制を逼迫させないことを基にしているため、今後の体制整備等の進展に合わせ、基準も変動する可能性があります。

レベル１ 0～30％未満

レベル２ 30～50％

レベル３ 50％超

レベル４ 80％超

※重症病床使用率はレベル３以上で適用



令和5年3月21日(火･祝)

14:00 - 15:00
日 時

会 場 Ｇメッセ群馬 メインホール

菅 義偉
前内閣総理大臣

デジタル化と地方創生による地域活力の向上

デジタル・地方創生をテーマに議論

菅前総理 × 山本一太知事

基調講演

トークセッション



入場無料



太田直樹 氏
(㈱New stories 代表)

「ぐんまDigital Land」概要
デジタルクリエイティブ体験最先端テクノロジー展示

有識者講演

107団体のブース

アクティビティ／特設展示

最新鋭の映像技術

相川英一 氏、鈴木鉄平 氏
(アクセンチュア)

バーチャルヒューマン｢Saya｣

空飛ぶクルマ 実機

お絵かき水族館

グリーンバックを活用した映像体験




